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発表内容 2019 年秋季に市街地である福井局と郊外（周辺農地）であるセンター

にて PM2.5成分分分析を実施した。 

64 日間の調査期間中、福井局の方がセンターよりも PM2.5質量濃度が高

い傾向にあり、期間平均濃度は、福井局が 8.0μg/m3、センターが 6.9μ

g/m3、相関係数は 0.85 で、およそ 7 割の日で福井局の方がセンターより

も高かった。 

質量濃度だけでなく、ほとんどの成分が、福井局の方がセンターよりも

高濃度であった。土壌成分の指標である Alや Fe濃度も福井局の方が高い

傾向にあった。 

また、2地点は 4km程度しか離れていないにもかかわらず、福井地方気

象台で黄砂が観測された日の各成分濃度の差が大きく、越境大気汚染の影

響に差があったと考えられた。 

 


